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研究成果の概要（和文）：　　本研究は、貧困や格差を背景とする子ども・若者の私的空間から公共空間への移
行困難と、この困難がもたらす社会情動スキルの未発達問題に挑戦する、教育心理学的なアクションリサーチで
ある。貧困に起因した様々なリスクをかかえる子ども・若者を対象に、家庭とも学校とも異なる社会文化的な経
験を付与する学習機会を、パフォーマンス心理学にもとづいて、探索的な組織化を目指すものである。本プロジ
ェクトでは、社会技術としての第３空間のアイディアを理論化し、社会関係資本に乏しい貧困の子ども・若者に
対して、ボランティアの大人（子ども達の身近なヒーロー）が社会文化的資本を再配分する介入的な仕組み作り
を行なった。

研究成果の概要（英文）：In this research, we aim at developing an action research  that challenge 
the problem of under-developing among the children and youth who are in socio-economical 
impoverished status and are suffering from transition problem from the private area to public sphere
 and from under-growing of socio-emotionality. We investigated and explored the conditions for 
building learning environment where impoverished children and youth with various risks would be 
given socio-cultural and performatory experiences that are not provided from schooling nor from 
home.  We theorized the concept of the third space as soci-cultural and performatory technology, 
which is societal  institution that re-distribute the social capitals for impoverished children from
 volunteering adults. 

研究分野： 学習・発達心理学

キーワード： 学習　発達　パフォーマンス　交換形態　社会技術　第三空間　社会関係資本
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　　本研究の学術上あるいは社会的意義のうち一番重要な点は、必要性が学界・ビジネス界などで認められつつ
ありながらも、現在までのところ十分には開拓されていない、パフォーマンスアプローチ心理学に基づく研究で
あるという点である。従来のリニアで因果論的な学習・発達のモデルと異なり、パフォーマンスアプローチは、
実践的に人々の発達支援を明らかにするという特徴を持っており、このパフォーマンスアプローチを開拓し、実
際に実装可能な理論化を進めることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

2012 年、我が国の子どもの相対貧困率は 16.1%となり、貧困と格差はますます拡大し、国も
『子どもの貧困対策の推進に関する法律』（文部科学省 2013）を施行し「子供の貧困対策に関す
る大綱」（内閣府 2014）を閣議決定するなど、子どもの貧困対策が喫緊の課題となっている。本
プロジェクトでは、貧困に曝される子ども・若者の公／私空間の在り方の観点から、貧困問題へ
の介入プログラムを開発し、実装可能なモデル構築を目指す。 
 本プロジェクトでは、私空間と公共空間の適切な往還が子ども・若者の社会情動的スキルの発
達を促すとの仮説に立って、この往還を可能にする橋渡し空間（公／私空間の“間”となる第３空
間）を学習空間として組織し実装するため、(1)第３空間を通した感情発達理論を提案し、(2)こ
の理論に基づく持続可能・自走可能な社会技術を開発し、(3)この社会技術を利用する地域コミ
ュニティーネットワークの構築を目指す。 
 
２．研究の目的 
 
学習空間である第３空間の仕組み作りを第一の目標とする。第３空間の発達・学習心理学の観点
から理論的に意味付けながら、具体的な仕組みを提案し、それを研究開発期間内で実装可能なモ
デルを提案し、試用してみることを目標とする。 
 第３空間は、発達のニーズをもちながらも貧困のために十分に社会文化資本の配分に与れな
い子ども・若者と、自分の持てる社会文化資本をボランタリーに提供する大人が、出会う空間と
して仕立てる。 
 本プロジェクトでは、将来の安心安全のためには、たとえ迂遠に見え、迂回的な対策に見えて
も、第３空間を通して、子ども・若者が、公共圏の担い手として、社会化しコスモポリタン化す
ることをエンパワメントすることのほうが、社会経済的なコスト削減につながるという見通し
に立って研究開発を進める。非行や反社会的行動、非正規雇用や低収入就労、貧困の固定化など
の、社会の活力をそぐような事象を防ぐ、社会保障の観点からも、子ども・若者の未来への投資
は有効だと考える。また本プロジェクトが提案する、第３空間は、容易に他の地域コミュニティ
にも転移可能であり展開が期待できる。 
 
３．研究の方法 
 
第３空間は、(1)代替通貨部門、(2)研修部門、(3)プロダクト発信部門の３部門から成る。 
(1)代替通貨部門：子どもが地域コミュニティへと貢献する（地域での挨拶運動や公園等の清

掃活動などのお手伝い、あるいは第３空間の運営の手助けなど）ことで代替通貨『ヒーローコイ
ン』に交換する仕組みである。 
(2)研修部門：これを原資にして会ってみたいヒーロー（プロの大人、あこがれの職業人等）

とともに学習・研修する仕組みである。 
(3)プロダクト発信部門：子ども・若者、そして大人の学習のプロダクトを第３空間のボラン

ティアの支援を受けながら発信する仕組みをデザインする。この第３空間のデザインは、基礎的
なニーズ調査（子ども、若者、地域住民の安心・安全ニーズ、子どもがどのようなヒーローを求
めているか、ヒーロー候補としてどのような人物が地域に潜在するか）にもとづいて行われる。
本プロジェクトでは、この第３空間システムを、地域の子ども発達支援実践家、行政、学校の活
用を通した発達支援として完成させる。これを通して、貧困と格差に曝されている子ども・若者
も、世界へ飛び立てるような仕掛けを用意し、地域社会が、独自の新規の子ども・若者支援を自
走させ、さらに発展させるような地域の新しい価値を実現する。 
 
４．研究成果 
 
本研究は、貧困や格差を背景とする子ども・若者の私的空間から公共空間への移行困難と、こ

の困難がもたらす社会情動スキルの未発達問題に挑戦する、教育心理学的なアクションリサー
チである。貧困に起因した様々なリスクをかかえる子ども・若者を対象に、家庭とも学校とも異
なる社会文化的な経験を付与する学習機会を、パフォーマンス心理学にもとづいて、探索的な組
織化を目指すものである。本プロジェクトでは、社会技術としての第３空間のアイディアを理論
化し、社会関係資本に乏しい貧困の子ども・若者に対して、ボランティアの大人（子ども達の身
近なヒーロー）が社会文化的資本を再配分する介入的な仕組み作りを行なった。 
また、これまで整備が不十分であった、パフォーマンス心理学の理論整備を行なった。 
一つには、貧困にさらされている子どもたちへの観察・インタビューに基づいて、貧困の子ど

もたちを取り巻く社会文化物質的な環境特性について、パフォーマンスの観点から“Essay on 
socio-material studies of learning oriented to social change: Re-defining subjectivity as 



perpetual conflict between power and resistance”としてまとめた。今後出版の予定である。 
また、これまで十分に明らかとはなっていなかった、パフォーマンスの意味について、L. 

Wittgenstein の言語論並びに、F. Newman の言語哲学から明らかにして、『初めてのパフォー
マンスアプローチ心理学』（新曜社近刊）としてまとめた。これも 2023 年中に出版の予定であ
る。 
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